




モヤモヤ病は内径動脈の進行性閉塞を特徴とする珍な疾患であるが、日本人の若年女性に

好発するため妊娠に合併することが多い。モヤモヤ病では側副血行路が発達しているが、

これらの血管は脆弱であり時には動脈瘤を併発している。妊娠中特に分娩時には血圧上昇

によりひきおこされる脳内出血、過換気に伴う脳虚血が生じる危険性があるためモヤモヤ

病合併妊娠ではその管理に注意を要する。われわれは 4症例延べ 5分娩のモヤモヤ病合併

妊娠を経験したので報告する。


